
   

Ⅰ はじめに 

 当センターでは、保有するエリンギ系統を交配

し、立ち枯れに強い高品質な系統を開発した。し

かしながら、これらの系統についての培地基材に

用いる添加物の配合割合や培地基材の含水率、子

実体発生管理方法等の最適な栽培条件が明らかに

なっておらず、実用化する上で課題となっている。

そこで、様々な条件でこれらの系統を栽培し、発

生した子実体について調べることでそれぞれの系

統に適した栽培条件を検討した。 

 

Ⅱ 方法 

１． 栽培及び測定方法 

とっとき2号（以下E2）を対照品種とし、E2と他

系統との交配により作出・選抜した病害耐性菌株5

株（門屋 2012; 23136, 2454, 28107, 2831, 2865）

の計6系統について、含水率、フスマの配合割合及

び発生温度を変えて栽培試験を行った（表－１）。

以下に標準の栽培試験方法を示す。 

１）培地はスギオガ粉とし、栄養体としてフス

マとホミニーフィードをそれぞれ体積比でスギオ

ガ粉10に対し3.0及び0.5で配合し、含水率を65％

前後に調整する。２）調整した培地を850㏄のポリ

プロピレン製ブロービンに490gずつ詰めて常法に

より殺菌し、菌株を接種する。３）接種した培地

を23℃～25℃で培養する。４）菌糸蔓延後に菌か

きを行い、15℃、湿度90％の発生室で子実体を発

生させる。 

含水率、フスマの配合割合及び発生温度の子実

体発生への影響を検証するため、標準の栽培方法

を改変し、含水率は59.6～70.0%の条件で、フスマ

の配合割合は体積比でスギオガ粉10に対して2.5、

3.0、3.5、4.0の4条件で、発生温度については12、

15及び18℃の3条件で発生試験を実施した。 

子実体が収穫に適した形に成長した後、子実体

を収穫し、1ビン当たりの合計子実体収穫重量（以

下、収穫重量）、かさの直径が3cm以上の子実体の

本数（以下、収穫本数）を測定した。収穫後培地

を菌かきし、2番発生についても調査した。さらに、

収穫した子実体のうち、個重が10ｇ以上の各子実

体について、図－１の5項目を測定した。また、以

下の方法により各子実体の体積を推定した。E2の

子実体15本について、上記5項目を測定すると共に

子実体を水に沈下させることで、体積を測定した。 
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培養温度が上がるに従い増加するが、一定の温度以上、または一定の温度範囲で、伸長量に差が見ら

れなくなり、これらの結果を基に、各系統の最適な培養温度を明らかにした。さらに、子実体発生ま

での期間は、発生温度を高めることで短縮できることを明らかにした。 
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さらに回帰分析により、以下の母数a、ｂ、ｃを推

定し近似式を導出した。 

V = (aπB2C)/4 + (bπDE2)/4 + c 

ここでVは子実体の体積を示す。得られた近似式を

もとに各子実体の体積を推定した。 

２．培地条件の検索 

（１）添加物の配合割合と最適含水率の検索 

含水率の影響を検証するため、フスマの配合割

合を体積比でスギオガ粉10に対し3.0かつ発生温

度15℃の試験データ（表－１）を基に以下の解析

を行った。系統及び含水率を説明変数、収穫重量

及び収穫本数を応答変数とし、収穫重量の解析に

ついては共分散分析を実施し、また、収穫本数の

解析については誤差をポアソン分布及び連結関数

を対数関数とした一般化線形モデルによる回帰分

析により、それぞれの説明変数及び交互作用を検

証した。また、収穫重量への影響については、さ

らに、含水率を59.6％（W1）、63.4～66.8%（W2）

及び70.0%（W3）の3水準に分け、含水率と系統の

影響を二元配置分散分析により検証した。各子実

体の重量、体積及び密度への影響については、系

統及び含水率を説明変数、各子実体の重量、体積

及び密度を応答変数とし、共分散分析により検証

した。 

添加物の配合割合の影響を検証するため、試験3

のデータ（含水率62.8～64.8%）を基に以下の解析

を行った。系統及びフスマの配合割合を説明変数、

収穫重量及び収穫本数を応答変数とし、含水率の 

表－１ 試験概要 

試験 系統 接種日 菌かき日

培地
スギオガ粉：

フスマ：
ホミニフィード

含水率
（%）

発生
温度

（℃）

試験
ビン数

1 E2 2015/4/10 2015/5/20 10:3:0.5 64.3 15 3
1 E2 2015/4/10 2015/5/20 10:3:0.5 64.3 18 2
1 23136 2015/4/10 2015/5/20 10:3:0.5 64.3 15 2
1 23136 2015/4/10 2015/5/20 10:3:0.5 64.3 18 3
1 2454 2015/4/10 2015/5/20 10:3:0.5 64.3 15 2
1 2454 2015/4/10 2015/5/20 10:3:0.5 64.3 18 3
1 28107 2015/4/10 2015/5/20 10:3:0.5 64.3 15 2
1 28107 2015/4/10 2015/5/20 10:3:0.5 64.3 18 3
1 2831 2015/4/10 2015/5/20 10:3:0.5 64.3 15 2
1 2831 2015/4/10 2015/5/20 10:3:0.5 64.3 18 3
1 2865 2015/4/10 2015/5/20 10:3:0.5 64.3 15 2
1 2865 2015/4/10 2015/5/20 10:3:0.5 64.3 18 3

2 E2 2015/5/22 2015/7/1 10:3:0.5 63.4 12 5
2 E2 2015/5/22 2015/7/1 10:3:0.5 63.4 15 5
2 E2 2015/5/22 2015/7/1 10:3:0.5 63.4 18 5
2 23136 2015/5/22 2015/7/1 10:3:0.5 63.4 12 5
2 23136 2015/5/22 2015/7/1 10:3:0.5 63.4 15 5
2 23136 2015/5/22 2015/7/1 10:3:0.5 63.4 18 5
2 2454 2015/5/22 2015/7/1 10:3:0.5 63.4 12 5
2 2454 2015/5/22 2015/7/1 10:3:0.5 63.4 15 5
2 2454 2015/5/22 2015/7/1 10:3:0.5 63.4 18 5
2 28107 2015/5/22 2015/7/1 10:3:0.5 63.4 12 5
2 28107 2015/5/22 2015/7/1 10:3:0.5 63.4 15 5
2 28107 2015/5/22 2015/7/1 10:3:0.5 63.4 18 5
2 2831 2015/5/22 2015/7/1 10:3:0.5 63.4 12 5
2 2831 2015/5/22 2015/7/1 10:3:0.5 63.4 15 5
2 2831 2015/5/22 2015/7/1 10:3:0.5 63.4 18 5
2 2865 2015/5/22 2015/7/1 10:3:0.5 63.4 12 5
2 2865 2015/5/22 2015/7/1 10:3:0.5 63.4 15 5
2 2865 2015/5/22 2015/7/1 10:3:0.5 63.4 18 5

3 E2 2015/6/17 2015/7/27 10:2.5:0.5 64.3 15 7
3 E2 2015/6/17 2015/7/27 10:3:0.5 64.8 15 6
3 E2 2015/6/17 2015/7/27 10:3.5:0.5 62.8 15 7
3 E2 2015/6/17 2015/7/27 10:4:0.5 63.0 15 3
3 23136 2015/6/17 2015/7/27 10:2.5:0.5 64.3 15 5
3 23136 2015/6/17 2015/7/27 10:3:0.5 64.8 15 5
3 23136 2015/6/17 2015/7/27 10:3.5:0.5 62.8 15 5
3 23136 2015/6/17 2015/7/27 10:4:0.5 63.0 15 5
3 2454 2015/6/17 2015/7/27 10:2.5:0.5 64.3 15 5
3 2454 2015/6/17 2015/7/27 10:3:0.5 64.8 15 5
3 2454 2015/6/17 2015/7/27 10:3.5:0.5 62.8 15 5
3 2454 2015/6/17 2015/7/27 10:4:0.5 63.0 15 5
3 28107 2015/6/17 2015/7/27 10:2.5:0.5 64.3 15 5
3 28107 2015/6/17 2015/7/27 10:3:0.5 64.8 15 5
3 28107 2015/6/17 2015/7/27 10:3.5:0.5 62.8 15 5
3 28107 2015/6/17 2015/7/27 10:4:0.5 63.0 15 5
3 2831 2015/6/17 2015/7/27 10:2.5:0.5 64.3 15 5
3 2831 2015/6/17 2015/7/27 10:3:0.5 64.8 15 5
3 2831 2015/6/17 2015/7/27 10:3.5:0.5 62.8 15 5
3 2831 2015/6/17 2015/7/27 10:4:0.5 63.0 15 5
3 2865 2015/6/17 2015/7/27 10:2.5:0.5 64.3 15 5
3 2865 2015/6/17 2015/7/27 10:3:0.5 64.8 15 5
3 2865 2015/6/17 2015/7/27 10:3.5:0.5 62.8 15 5
3 2865 2015/6/17 2015/7/27 10:4:0.5 63.0 15 5

4 E2 2015/6/18 2015/7/28 10:2.5:0.5 68.7 15 7
4 E2 2015/6/18 2015/7/28 10:3:0.5 70.0 15 7
4 E2 2015/6/18 2015/7/28 10:3.5:0.5 66.0 15 7
4 E2 2015/6/18 2015/7/28 10:4:0.5 65.8 15 7
4 23136 2015/6/18 2015/7/28 10:2.5:0.5 68.7 15 5
4 23136 2015/6/18 2015/7/28 10:3:0.5 70.0 15 5
4 23136 2015/6/18 2015/7/28 10:3.5:0.5 66.0 15 5
4 23136 2015/6/18 2015/7/28 10:4:0.5 65.8 15 5
4 2454 2015/6/18 2015/7/28 10:2.5:0.5 68.7 15 5
4 2454 2015/6/18 2015/7/28 10:3:0.5 70.0 15 5
4 2454 2015/6/18 2015/7/28 10:3.5:0.5 66.0 15 5
4 2454 2015/6/18 2015/7/28 10:4:0.5 65.8 15 5
4 28107 2015/6/18 2015/7/28 10:2.5:0.5 68.7 15 5
4 28107 2015/6/18 2015/7/28 10:3:0.5 70.0 15 5
4 28107 2015/6/18 2015/7/28 10:3.5:0.5 66.0 15 5
4 28107 2015/6/18 2015/7/28 10:4:0.5 65.8 15 5
4 2831 2015/6/18 2015/7/28 10:2.5:0.5 68.7 15 5
4 2831 2015/6/18 2015/7/28 10:3:0.5 70.0 15 5
4 2831 2015/6/18 2015/7/28 10:3.5:0.5 66.0 15 5
4 2831 2015/6/18 2015/7/28 10:4:0.5 65.8 15 5
4 2865 2015/6/18 2015/7/28 10:2.5:0.5 68.7 15 5
4 2865 2015/6/18 2015/7/28 10:3:0.5 70.0 15 5
4 2865 2015/6/18 2015/7/28 10:3.5:0.5 66.0 15 5
4 2865 2015/6/18 2015/7/28 10:4:0.5 65.8 15 5

5 E2 2015/8/12 2015/9/21 10:3:0.5 66.8 12 5
5 E2 2015/8/12 2015/9/21 10:3:0.5 66.8 15 5
5 E2 2015/8/12 2015/9/21 10:3:0.5 66.8 18 5
5 23136 2015/8/12 2015/9/21 10:3:0.5 66.8 12 5
5 23136 2015/8/12 2015/9/21 10:3:0.5 66.8 15 5
5 23136 2015/8/12 2015/9/21 10:3:0.5 66.8 18 5
5 2454 2015/8/12 2015/9/21 10:3:0.5 66.8 12 5
5 2454 2015/8/12 2015/9/21 10:3:0.5 66.8 15 5
5 2454 2015/8/12 2015/9/21 10:3:0.5 66.8 18 5
5 2831 2015/8/12 2015/9/21 10:3:0.5 66.8 12 5
5 2831 2015/8/12 2015/9/21 10:3:0.5 66.8 15 5
5 2831 2015/8/12 2015/9/21 10:3:0.5 66.8 18 5
5 2865 2015/8/12 2015/9/21 10:3:0.5 66.8 12 5
5 2865 2015/8/12 2015/9/21 10:3:0.5 66.8 15 5
5 2865 2015/8/12 2015/9/21 10:3:0.5 66.8 18 5

6 E2 2015/9/9 2015/10/19 10:3:0.5 66.1 12 5
6 E2 2015/9/9 2015/10/19 10:3:0.5 66.1 15 5
6 E2 2015/9/9 2015/10/19 10:3:0.5 66.1 18 6
6 28107 2015/9/9 2015/10/19 10:3:0.5 66.1 12 5
6 28107 2015/9/9 2015/10/19 10:3:0.5 66.1 15 5
6 28107 2015/9/9 2015/10/19 10:3:0.5 66.1 18 6

7 E2 2014/12/11 2015/2/10 10:3:0.5 59.6 15 14
7 23136 2014/12/11 2015/1/21 10:3:0.5 59.6 15 14
7 2454 2014/12/11 2015/1/21 10:3:0.5 59.6 15 14
7 28107 2014/12/11 2015/2/10 10:3:0.5 59.6 15 13
7 2831 2014/12/11 2015/2/10 10:3:0.5 59.6 15 13
7 2865 2014/12/11 2015/2/10 10:3:0.5 59.6 15 13
7 E2 2014/12/11 2015/1/21 10:3:0.5 70.0 15 15
7 23136 2014/12/11 2015/2/10 10:3:0.5 70.0 15 16
7 2454 2014/12/11 2015/2/10 10:3:0.5 70.0 15 16
7 28107 2014/12/11 2015/2/10 10:3:0.5 70.0 15 16
7 2831 2014/12/11 2015/2/10 10:3:0.5 70.0 15 16
7 2865 2014/12/11 2015/2/10 10:3:0.5 70.0 15 16

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 子実体の測定箇所 



   

検証と同様に共分散分析及び一般化線形モデルに

よる回帰分析を実施した。また、系統及びフスマ

配合割合を説明変数、各子実体の重量、体積及び

密度を応答変数として、共分散分析を実施した。 

３．子実体発生管理方法の検索 

（１）菌糸の最適伸長温度の検索 

10㎜のコルクボーラーで打ち抜いた各系統のエ

リンギ菌糸片をポテトデキストロース平板培地に、

接種し、21、23、25、27、29℃の5条件で培養した。

接種後8日目に菌糸伸長量を測定し、系統及び培養

温度が菌糸伸長量に与える影響を二元配置分散分

析で検定した。 

（２）発生温度の検索 

試験1、2、5及び6のデータ（含水率63.4～66.8%）

を基に（表－１）以下のとおり発生温度の影響を

検証した。系統及び発生温度を説明変数、各ビン

の収穫重量、収穫本数及び菌かきから子実体の発

生までの日数を応答変数とした。収穫重量の解析

については共分散分析を実施し、また、収穫本数

及び発生までの日数の解析については誤差をポア

ソン分布及び連結関数を対数関数とした一般化線

形モデルによる回帰分析により、それぞれの説明

変数及び交互作用を検証した。また、系統及び発

生温度を説明変数、各子実体の重量、体積及び密

度を応答変数とし、共分散分析を実施した。 

 

Ⅲ 結果 

１． 測定結果概要 

本研究では654ビン、1,771本の子実体を調

べた。これらのビン毎の収穫1回目の収穫重量、

収穫本数及び菌かきから発生までの日数はそ

れぞれ119.9±90.0（以下、標準偏差）g、2.4

±4.0本、27.6±28.5日で、2回目はそれぞれ4

1.0±78.6g、1.2±3.0本及び25.5±36.5日だっ

た。収穫1回目の各子実体の重量、体積及び密

度はそれぞれ29.2±19.6g、42.0±32.3cm3、0.

7±0.2g/cm3であった。各ビンにおける2回目の

収穫重量は1回目の3分の1程度と少なかった

ことから、2回目以降の収穫は生産事業として

は非効率であると考え、以降の解析では1回目

の収穫データを用いて解析した。 

２． 培地条件の検索 

（１）添加物の配合割合と最適含水率の検索 

 ア ビン毎の結果 

 含水率、フスマ配合割合及び発生温度の影響の

解析結果は表－２のとおり。 

表－２ 結果概要 

含水率
フスマ
添加割合

発生温度

E2 収穫重量 + ns ns

収穫本数 ns ns ns

発生までの日数 -

子実体重量 ns ns ns

子実体体積 ns ns ns

子実体密度 + ns -

23136 収穫重量 + ns +

収穫本数 ns ns ns

発生までの日数 -

子実体重量 + ns ns

子実体体積 + ns ns

子実体密度 + ns -

2454 収穫重量 + ns ns

収穫本数 ns ns -

発生までの日数 -

子実体重量 ns ns ns

子実体体積 ns ns ns

子実体密度 + - -

28107 収穫重量 + ns ns

収穫本数 ns ns ns

発生までの日数 -

子実体重量 ns ns ns

子実体体積 ns ns ns

子実体密度 + ns -

2831 収穫重量 + ns ns

収穫本数 ns ns ns

発生までの日数 -

子実体重量 ns ns ns

子実体体積 ns ns ns

子実体密度 + ns -

2865 収穫重量 + ns ns

収穫本数 ns ns ns

発生までの日数 -

子実体重量 ns ns ns

子実体体積 ns ns ns

子実体密度 + ns -

１
+ ：正の効果、-：負の効果、ns：有意差無し

系統 応答変数

説明変数1



   

含水率の効果に関する解析結果を以下に示す。

収穫重量に対する共分散分析の結果、系統（F = 

10.048, P < 0.001）及び含水率（F = 21.120, P < 

0.001）の有意な影響が検出されたが、それらの交

互作用は有意ではなかったため、交互作用を抜い

たモデルを用いて、各系統及び含水率の影響を推

定した。いずれの交配系統もE2に比べ収穫重量が

低かったが（t = -6.017～-2.048、P < 0.05）、

含水率効果を示す傾きは有意に正の値をとり（b = 

2.058, t = 4.582, P < 0.001）、全系統で、含水

率が増えるにしたがい、収穫重量が増加すること

が示された（図－２）。収穫重量に対する二元配

置分散分析の結果、収穫重量は系統（F =12.068、

P < 0.001）、含水率（F =40.245、P < 0.001）及

びそれらの交互作用（F =1.999、P < 0.05）が有

意に影響していた。各系統の含水率間の収穫重量

の差についてBonferroni後、Tukey HSDの方法で多

重比較した結果、E2、28107及び2865では、それぞ

れW2及びW3の収穫重量がW1に比べ有意に大きかっ

たが（P < 0.05）、W2とW3では有意な差は無かった。

23136では、含水率間に差は見られなかった。2454

及び2831では収穫重量はW2が、W1及びW3に比べ有

意に大きかった（P < 0.05）。収穫本数に対する一

般化線形モデルを用いた回帰分析の結果、含水率

の効果及び系統と含水率の交互作用は有意ではな

く、また、2316がE2に比べ有意に収穫本数が少な

かった（z = -2.490, P < 0.05）。 

フスマの配合割合の効果に関する解析結果を以

下に示す。収穫重量に対する共分散分析の結果、

いずれの系統においてもフスマ配合割合の有意な

影響は無く、また、2865の収穫重量はE2に比べ有

意に小さかった（t = -2.136, P < 0.05）。収穫

本数に対する一般化線形モデルを用いた回帰分析

の結果、系統及びフスマ配合割合の影響は有意で

はなかった。 

イ 各子実体の形質 

子実体体積の近似式として以下の式を導出した。 

V = 0.43377πB2C/4 + 1.03513πDE2/4 – 3.30705

近似式の推定精度は高かった（F = 153.5、R2 = 

0.9624、P < 0.001）。 

含水率の効果についての解析結果を以下に示す。

各子実体重量に対する共分散分析の結果、系統（F 

= 4.639、P < 0.001）、含水率（F = 9.713、P < 0.01）

及びそれらの交互作用（F = 4.408、P < 0.001）

の有意な影響が検出された。そのため、交互作用

を含んだモデルを用いて、各系統及び系統毎の含

水率の影響を推定した結果、23136のみがE2に比べ

子実体重量が低く（t = -3.061, P < 0.01）、か

つ、含水率効果を示す傾きは有意に正の値をとり

（b = 2.396, t = 4.025, P < 0.01）含水率が増

えるにしたがい、子実体重量が増加することが示

された。子実体体積に対する共分散分析の結果、

系統（F = 8.245、P < 0.001）及び系統と含水率

の交互作用（F = 4.672、P < 0.001）の有意な影

響が検出されたが、含水率単独の影響は有意では

なかったため、系統及び系統と含水率の交互作用

を持つモデルを用いて、系統及び各系統における

含水率の影響を推定した。その結果、23136のみE2

に比べ子実体体積が小さく（t = -2.788, P < 0.01）、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ 含水率と収穫重量の関係 

0

50

100

150

200

59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71

収
穫
重
量
（
g
）

含水率（%）

E2 23136 2454 28107 2831 2865



   

かつ、含水率の効果を示す傾きは有意に正の値を

とり（b = 4.166, t = 5.739 P < 0.001）含水率

が増えるにしたがい、子実体体積が増加すること

が示された。子実体密度に対する共分散分析の結

果、系統（F = 25.502、P < 0.001）及び含水率の

（F = 30.340、P < 0.001）の有意な影響が検出さ

れたが、それらの交互作用は有意ではなかったた

め、それらの交互作用を抜いたモデルを用いて、

系統及び含水率の影響を推定した。その結果、含

水率の効果を示す傾きは有意に正の値をとり（b = 

0.006, t = 5.488 P < 0.001）、全系統で含水率

が増えるにしたがい、密度が増加することが示さ

れた。また、23136はE2に比べ有意に密度が低く（t 

= -4.732, P < 0.001）、28107はE2に比べ有意に

密度が高いことが明らかになった（t = 6.521, P < 

0.001）。 

フスマ配合割合の効果に関する解析結果を以下

に示す。子実体重量に対する共分散分析の結果、

系統のみ有意な影響が検出され（F = 4.591、P < 

0.001）、フスマ配合割合及びフスマ配合割合と系

統の交互作用は有意ではなかった。子実体体積に

対する共分散分析の結果、系統のみ有意な影響が

検出されたが（F = 9.332、P < 0.001）、フスマ

配合割合及び系統とフスマ配合割合の交互作用の

影響は有意ではなく、23136のみ子実体体積はE2

に比べ小さかった（t = -2.155、P < 0.05）。子

実体密度に対する共分散分析の結果、系統（F = 

15.143、P < 0.001）、フスマ配合割合（F = 10.727、

P < 0.005）及びそれらの交互作用（F = 2.379、P 

< 0.05）の有意な影響が検出されたが、系統毎で

見ると、2454でのみフスマ配合割合の効果を示す

傾きは有意に負の値をとり（b = -0.106、t = -2.319、

P < 0.05）フスマ配合割合が高いほど子実体密度

が低くなる傾向が示された。 

３．子実体発生管理方法の検索 

（１）菌糸の最適伸長温度の検索 

各系統の8日目の菌糸伸長量を図－３に示す。二

元配置分散分析の結果、菌糸伸長量は系統（F = 

4.486、P < 0.001）、培養温度（F = 113.306、P 

< 0.001）及びそれらの交互作用（F = 5.214、P 

< 0.001）が有意に影響していた。各系統の培養温

度間の菌糸伸長量の差についてBonferroni修正後、

Tukey HSDの方法で多重比較した結果、E2では23

～29℃の伸長量が21℃に比べ有意に大きかった（P

 < 0.001）。23136では、中間の23～27℃の伸長量

が最低の21℃及び最高の29℃に比べ有意に大きか

った（P < 0.01）。2454では27～29℃の伸長量が2

1～25℃に比べ有意に大きかった（P < 0.001）。2

8107では23～29℃の伸長量が21℃に比べ有意に大

きかった（P < 0.01）。2831では23～29℃の伸長量

が21℃に比べ大きかった（P < 0.001）。2865では2

5～29℃の伸長量が21～23℃に比べ大きかった（P 

< 0.05）。23136以外の5系統では高温ほど菌糸伸長

量が大きくなる傾向が示されたが、一定の温度以

上で伸長量に差が見られなくなり、また、23136

では中間温度で菌糸伸長量が大きく、23℃～27℃

で伸長量に差は見られず、29℃になると菌糸伸長

量は減少する傾向が示された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ 培養温度と菌糸伸長量 
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（２）発生温度の検索 

ア ビン毎の結果 

発生温度の効果に関する解析結果を以下に示す。

収穫重量に対する共分散分析の結果、系統（F = 

11.887, P < 0.001）、発生温度（F = 6.529, P < 

0.05）及びそれらの交互作用（F = 2.342, P < 

0.05））の有意な影響が検出された。そのため、

交互作用を含んだモデルを用いて、各系統及び発

生温度の影響を推定した。23136のみE2に比べ収穫

重量が有意に小さく（t = -2.589、P < 0.05）、

かつ、発生温度の効果を示す傾きは有意に正の値

をとるため（b = 7.354, t = 2.247, P < 0.05）、

発生温度が上がるにしたがい、収穫重量が増加す

ることが示された。収穫本数に対する一般化線形

モデルを用いた回帰分析の結果、系統と発生温度

の交互作用は有意だったため（逸脱度 = -11.428、

P < 0.05）、交互作用を含んだモデルを用い、各

系統及び発生温度の影響を推定した。その結果、

2454のみE2に比べ収穫本数が有意に多く（Z = 

2.136, P < 0.05）、かつ、発生温度の効果を示す

傾きは有意に負の値をとり（b = -0.192、t = -2.657 

P < 0.05）、発生温度が上がるにしたがい収穫本

数が減少する傾向が示された。発生までの日数に

対する一般化線形モデルを用いた回帰分析の結果、

系統と発生温度の交互作用は有意だったため（逸

脱度＝-26.0、P < 0.001）、交互作用を含んだモ

デルを用い、各系統及び発生温度の影響を推定し

た。その結果、23136がE2に比べ発生日数が有意に

長く（z = 5.052, P < 0.001）。また、全系統で

発生温度の影響を示す傾きが有意に負の値をとり

（b = -0.127～-0.037、t = -7.518～-2.118、P < 

0.05）、発生温度が上がるにしたがい発生日数が

減少することが示された（図－４）。 

イ 子実体の形質 

発生温度の効果に関する解析結果を以下に示す。

子実体重量に対する共分散分析の結果、系統のみ

有意な影響が検出され（F = 4.063、P < 0.005）、

発生温度及び発生温度と系統の交互作用は有意で

はなかった。また、23136のみE2に比べ、子実体重

量は有意に大きかった（t = 2.830、P < 0.005）。

子実体体積に対する共分散分析の結果、系統のみ

有意な影響が検出され（F = 7.262、P < 0.001）、

発生温度及び系統と発生温度の交互作用の影響は

有意ではなかった。23136のみE2に比べ、子実体体

積が有意に大きかった（t = 2.847、P < 0.005）。

子実体密度に対する共分散分析の結果、系統（F = 

26.977、P < 0.001）及び発生温度（F = 12.775、

P < 0.001）の有意な影響が検出されたが、それら

の交互作用は有意ではなかったため、交互作用を

抜いたモデルを用いて、系統及び発生温度の影響

を推定した。その結果、23136と2454はE2に比べ有

意に密度が低く（それぞれt = -2.694、 P < 0.01 

及びt = -3.372、 P < 0.001）、28107と2865はE2

に比べ有意に密度が高いことが明らかになった

（それぞれt = 7.581、 P < 0.001 及びt = 3.756、 

P < 0.001）。また、発生温度の効果を示す傾きは

有意に負の値をとり（b= -0.008, t = -3.561、P < 

0.001）、全系統において発生温度が上がるにした

0

10

20

30

40

50

60

70

11 12 13 14 15 16 17 18 19

発
生
ま
で
の
日
数
（
日
）

発生温度（℃）

E2 23136

2454 28107

2831 2865

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－４ 発生温度と発生までの日数 



   

がい、密度が減少することが示された。 

 

Ⅳ 考察 

本研究で使用したE2およびその交配系統に

おける各ビンの平均収穫総重量は1番発生が1

19.9g、2番発生が41.0gで、合計160.9ｇとな

る。澤（2005）では、E2の1ビン当りの発生量

を132gとしていることから、本研究の収穫重

量は比較的大きいと言える。しかし、各ビン

における2回目の収穫重量は1回目の3分の1程

度と少なかった。このことから2番発生の収穫

は生産者の立場としては非効率的であり、1番

発生収穫後、菌床を廃棄し、新たに生産する

ことが効率的と考えられる。 

本研究で検証した培地条件の中で、含水率の影

響が全系統で検出された。全系統において含水率

が高くなると、収穫重量が増加する傾向があった

が、2454と2831では含水率65%前後（63.4～66.8%）

で収穫重量が有意に高く、E2、28107及び2865では、

含水率63.4～66.8%と70%の間で収穫重量に有意な

差が無かった。さらに、試験7（含水率59.6％及び

70.0％）では含水率59.6％の培地81本の内51本

（63.0%）で、含水率70.0％の培地95本の内68本

（71.6%）で、培養期間が通常の約40日からさらに

20日遅れた。澤（2003）は含水率が60%をきると菌

糸が薄周りになり、70%以上では底に水がたまり、

菌が回らなくなると述べている。これらのことか

ら、含水率は65％より若干高めを目標にするべき

と考えられる。また、含水率が高くなると、全系

統で子実体密度が増加することが示されたが、培

地の含水率を高めることで、子実体の水分含有量

が上がり、その結果、収穫重量が増えると考えら

れる。密度及び子実体の水分含有量は、食品とし

ての特性に影響すると考えられ、培地含水率の操

作により、食品特性を管理できると考えられる。 

本研究で検証した子実体発生管理方法では、培

養温度及び発生温度の影響が全系統で検出された。 

培養温度は全系統の菌糸伸長量に影響していた。

23136以外の5系統では高温ほど菌糸伸長量が大き

くなる傾向が示されたが、一定温度以上では菌糸

伸長量に有意な差は見られなかった。23136では中

間温度23～27℃で菌糸伸長量が大きかったが23～

27℃では菌糸伸長量に差は見られなかった。培養

に際しては、培養温度が上がるにつれて害菌の増

殖も起き易くなるため（高尾ら2002）、菌糸伸長量

が大きくかつ最低の温度が適していると考えられ

る。本研究の結果からE2、23136、28107、2831の4

系統は23℃、2865は25℃及び2454は27℃が最適と

考えられる。 

発生温度は全系統の子実体発生までの日数と各

子実体密度に影響していた。発生温度を上げると、

発生までの日数が短縮され、一方で、発生温度が

上がるにつれ、子実体の密度が減少することが示

されたが、発生温度の上昇に伴う収穫重量の減少

は検出されなかった。これらのことから、発生温

度を上げることで、菌かきから発生までの日数を

短縮し、エリンギの生産サイクルを早めることが

できると考えられる。本研究における検証範囲で

は18℃が最適と考えられるが、さらに高温におけ

る発生を検証する必要がある。 
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